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OT

4 × 10 0 4 2 1 4 × 0 0 0 0 1
5 × 23 1 10 0 4 5 × 8 2 1 0 2
6 ／ 5 0 2 1 1 6 × 16 0 4 8 0
7 ／ 3 1 0 0 0 7 × 6 1 1 1 1
8 × 6 0 3 0 1 8 × 2 0 1 0 0
9 ／ 5 0 2 1 1 9 ／ 0 0 0 0 0
10 × 4 0 2 0 1 10 ／ 0 0 0 0 1
11 ／ 8 0 4 0 0 11 ／ 2 0 1 0 1
12 ／ 2 0 1 0 1 12 ／ 0 0 0 0 1
13 ／ 13 2 2 3 3 13 ／ 0 0 0 0 1
14 ／ 0 0 0 0 0 14 ／ 2 0 1 0 0
15 ／ 0 0 0 0 1 15 DNP 0 0 0 0 0
16 ／ 3 0 1 1 0 16 ／ 0 0 0 0 1
17 × 8 2 1 0 0 17 ／ 1 0 0 1 1
18 ／ 4 0 2 0 1 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0
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　関東ブロック代表大石と、東海ブロック代表清水第七の一戦。１Ｑ、大石はオールコートマンツーマンDef、清水第七は２
－１－２ゾーンDef。大石は＃５、＃８、＃４のシュート、清水第七は＃６のカットインからファウルを誘いフリースローで
得点。大石は＃１７の３Ｐで得点、＃８がリバウンドからゴール下で加点。清水第七＃６がミドルシュートを決めお互いに点
を取り合う。清水第七２分９秒タイムアウト。大石＃１７の３Ｐで得点。清水第七は＃６のOffを中心に、＃５の３Ｐで加点
し早い展開での攻防が続いていく。得点は大石２０－１４清水第七。２Ｑ、清水第七はマンツーマンDefから流れを掴もうと
するが、大石は＃１１のジャンプシュート、＃７、＃１３、＃５が連続で３Ｐを決め、どこからでも得点できる分厚い攻めを
見せる。大石は粘り強いDefからリバウンドを取り、優位に試合をすすめる。清水第七＃５のカットインからフリースローを
得て反撃するが、シュートが思うように決まらない。大石＃１３の３Ｐでリードを広げていく。清水第七＃６も３Ｐを決め、
＃６を中心にOffを組み立て、＃５の３Ｐで得点し追い上げを見せる。勢いに乗る大石は３７－２４と点差を広げ前半終了。
　３Ｑ、立ち上がりから大石はオールコート２－２－１ゾーンプレス。清水第七は５分４１秒タイムアウトを取り、＃６の得
点を中心に反撃を試みる。大石は＃５の３Ｐ、速攻から＃１０、＃８、＃４と得点を重ねていく。清水第七は全員でボールを
運び＃１１の得点に結びつけ追いすがる。大石はオールコートで次々とボールを奪い点差を広げ６８－３２で３Ｑ終了。４
Ｑ、清水第七は＃５が得点する。清水第七はタイムアウトを取り粘りを見せるも、大石９４－３７清水第七で試合終了。
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